
～

市民、職員 男女共同参画に関する啓発活動、男女共同参画推進懇話会の開催

　意図（活動により対象をどのような状態にしたいのですか）

年齢や性別、家族の形態、障害の有無にかかわらず、生涯を通じて市民一人一人の人権が尊重され、すべての人が
安心して暮らすことができるようにする

○男女共同参画推進懇話会
（２回）
○男女共同参画講座（２回
職員、市民）
○男女共同参画に関する啓
発活動（情報紙発行３回、
各戸配布）県が実施する講
座等の広報
○市内中学校への男女共同
参画の啓発

○男女共同参画推進懇話会
（２回）
○男女共同参画講座（２回
職員）
○男女共同参画に関する啓
発活動（情報紙発行３回、
各戸配布）県が実施する講
座等の広報
○市内中学校への男女共同
参画の出前授業

○男女共同参画推進懇話会
（２回）
○男女共同参画に関する啓
発活動（情報紙発行３回、
各戸配布）県が実施する講
座等の広報
○市内中学校への男女共同
参画の出前授業

○男女共同参画推進懇話会
（２回）
○男女共同参画講座（市
民）
○男女共同参画に関する啓
発活動（情報紙発行３回、
各戸配布）県が実施する講
座等の広報
○市内中学校への男女共同
参画の出前授業

４　事務事業の対象・手段・意図
　対象（誰・何に対して行う事業ですか） 手段（対象に対してどのような活動を行うのですか）

２　事務事業の目的（何のためにするのですか）

一人一人の人権が尊重され、誰もが安心して快適に暮らすことができるよう、男女が対等な社会の構成員として認
め合い、支え合い、社会のあらゆる分野における活動に参画し、性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発
揮できる男女共同参画社会の実現を目指します。

３　事務事業の概要

H23年度の事業概要
H24年度の

事業概要・計画
H25年度の事業計画 H26年度の事業計画

男女共同参画推進事業費（講師謝金） 1 2 1 6 11

年度 平成 年度

根拠法令・条例、関連計画等 男女共同参画社会基本法、鹿児島県男女共同参画推進条例、出水市男女共同参画計画

　予算細々目名 会計 款 項 目 細目

総合計画上の
位置付け

基本方針 住民と行政が協働するまちづくり

施　　策 男女共同参画の推進

細 施 策 男女共同参画社会実現に向けた意識の改革

平成２４年度　実施計画作成・事務事業評価（事後評価）シート
実施計画
１　基本事項

部等名 政策経営部 課等名 企画政策課 記入者名 宇都 内線 222

事務事業名 男女共同参画推進事業 事業期間 平成 18



265

※　活動指標・・・事業内容を示す数値（ボランティア講座開催回数、道路整備延長距離など）
※　成果指標・・・施策・事務事業の目的達成度を示す数値（ボランティア実施者数、渋滞緩和率など）

□ 拡大 ■ 継続 □ 改善
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

□ 拡大 ■ 継続 □ 改善
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

□ 拡大 ■ 継続 □ 改善
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

男女共同参画社会基本法が施行された平成11年当時と比べ、男女差別に
関する意識は改善されているような印象がある。今までの事業成果を検
証し、今一度、目指すべき方向性を定め、より効果的な取組内容を検討
する。

男女共同参画に対する理解や関心を深めてもらうため、情報誌の
発行など、よりいっそうの啓発と学習の場の提供が必要となる。

４　今後の方向性、改善案等（二次評価）
　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

性別や年齢等にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮できる男女
共同参画社会の実現を目指すため継続とする。

５　今後の方向性、改善案等（最終評価）

そ
の
他

　他の市町村では実施している事業ですか（県内の他市の状況等を具体的に記入してください）

薩摩川内市他で実施している。

３　今後の方向性、改善案等（一次評価）
　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

□ は　い 理由

受益者負担金なし□ いいえ

な　い 理由

男女共同参画は人権が基本となっているため、生涯学習課の事業と統合できるものがある
と思われるが、男女共同参画を総体的な観点から推進する担当課は必要である■ あ　る

　市と受益者との負担割合は妥当ですか（受益者負担がある場合に記入してください）

効
率
性

　成果指標を下げずにコスト削減の余地はないですか
（成果指標がない場合は、単純にコスト削減について記入してください）

■ な　い 理由

本事業の費用としては、懇話会に係る報酬、費用弁償、講座開催経費で必要最小限の経費
である□ あ　る

　類似事業の有無と統合の可能性はないですか（市以外の取組含む）

□ 

あ　る

　廃止・休止した場合の影響はありますか

■ あ　る 理由

男女共同参画に対する意識が一定レベルまで達しておらず、廃止、休止した場合には影響
がある□ な　い

２　評　　　価

有
効
性

　成果指標又は実施計画の意図を向上させる余地はないですか

□ な　い 理由

広報紙や情報誌等の意識啓発のみではなく、定期的な学習会の提供を行い意識改革をしな
がら男女共同参画を推進する必要がある■

成
果
指
標 ②

①

男女共同参画研修会（職員） 人数 148 250 － －②

男女共同参画研修会（市民）

④ 男女共同参画出前授業 校 － 3 2 2

人数 － 100③

26年度 最終目標
実績 目標 目標 目標 年度 目標値

2 22 2

73 －

事務事業評価（事後評価）
１　指標の推移

区分 指 標 名 単位
23年度 24年度 25年度

① 男女共同参画懇話会 回

活
動
指
標


